
1



㈱琉球銀行（8399）2024年３月期 第１四半期 決算短信

2



［添付資料の目次］

１．当四半期決算に関する定性的情報 ・・・・・・・・・･･･････････････････････････････････  P. 2

（１）　経営成績に関する定性的情報・・・・・・・･･････････・・･･････････････････････････  P. 2

（２）　財政状態に関する定性的情報・・・・・・・・・・････････・･･････････････････････････ P. 2

（３）　連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P. 2

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P. 3

（１）　四半期連結貸借対照表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・･･･  P. 3

（２）　四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P. 4

　四半期連結損益計算書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・･･････････････････････････････  P. 4

　四半期連結包括利益計算書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・･････････････････････････  P. 5

（３）　継続企業の前提に関する注記 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・･･･  P. 5

（４）　株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・････ P. 5

（５）　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項・・・・・・・・・・・・・・・・･･･ P. 5

（６）　追加情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・･･････・・・・・・・・・・・  P. 5

2024年３月期　第１四半期財務・業績の概況説明資料・・・・・･･････・・････････・・・・・･････ P. ６

１．損益の概況【連結】・・・・・･･････・・････････・・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・･･････・・ P. ６

２．損益の概況【単体】・・・・・･･････・・････････・・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・･･････・・ P. ７

(１)　概況・・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・････  P. ７

(２)　実質業務純益・・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・･･････・  P. ８

(３)　株式等関係損益（３勘定尻）･･････・・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・･ P. ８

(４)　ネット与信費用・・・･････・・･････････・・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・･･････・・・・  P. ８

(５)　四半期純利益・・・･･････・・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・･・・･･････  P. ８

【参考】 顧客向けサービス利益･･････・・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・･・ P. ８

３．預金・貸出金等の状況・･･････・・・・・･･･････････････････････・・・・・・・・・・・・・・・・・  P. ９

(１)　預金（単体・末残および利回り）の推移･････・・・･・・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・ P. ９

(２)　預かり資産（単体・末残）の推移・・・・・････････････・・・・・･･････・・・・・･･････・・・ P. ９

(３)　貸出金（単体・末残および利回り）の推移・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・･･････・・ P.10

(４)　時価のある有価証券の評価差額（連結）の推移・･･････・・・・・･･････・・・・・･･････ P.10

(５)-1 金融再生法開示債権（単体）の推移・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・･･････・・・・ P.11

(５)-2 自己査定の考え方・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・・・・・・・・・・・・・  P.11

(６)　自己資本比率（連結・単体）の推移・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・･･ P.11

(７)　カード業務利益（単体）の推移・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・・・・・・ P.12

(８)　りゅうぎんVisaデビットカード会員数および加盟店契約数の推移･･･・・・・・・・・・・･ P.12

(９)　コンサルティング業務利益（単体）の推移･・・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・･･････ P.13

(10) リース業務利益（連結）の推移・・･･････・・・・・･･････・・・・・･･････・・・・・･･････・・ P.13

＜参考＞預金・貸出金等の状況【数値編】・･･････・・・・・･･･････････････････････・・・・・ P.14

㈱琉球銀行（8399）2024年３月期 第１四半期 決算短信

1



１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する定性的情報 

経常収益は、2022年12月1日に連結子会社化した株式会社リウコムにおける売上高の計上や有価証券利息配当金

の増加等により前年同期比18億14百万円増加の156億80百万円となりました。 

一方、経常費用は、主に米国金利上昇による外貨調達コストの増加等により前年同期比18億61百万円増加の140

億31百万円となりました。 

この結果、経常利益は前年同期比47百万円減少の16億48百万円となりました。親会社株主に帰属する四半期純利

益は、前年同期比42百万円減少の11億36百万円となりました。 

(2) 財政状態に関する定性的情報 

財政状態について、当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比523億20百万円減少の２兆

9,902億３百万円となりました。純資産は、前連結会計年度末比５億58百万円増加の1,387億21百万円となりまし

た。 

主要勘定としては、預金等（譲渡性預金を含む）は、個人預金を中心に増加したことから、前連結会計年度末比

377億26百万円増加の２兆7,665億７百万円となりました。貸出金は、個人向け貸出が住宅ローンを中心に好調に推

移したものの、法人向け貸出が余剰資金からの返済等により残高が減少したことから、前連結会計年度末比158億

37百万円減少の１兆8,122億21百万円となりました。有価証券は主に国債や地方債の取得等により前連結会計年度

末比124億38百万円増加の4,896億13百万円となりました。 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2024 年 3月期第２四半期累計期間および通期の連結業績予測につきましては、2023 年 5月 12 日に公表した値か

ら変更ありません。 
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2024年３月期　第１四半期財務・業績の概況説明資料
１．損益の概況【連結】

【連結会社別内訳】 （百万円）

2024年３月期第１四半期

（３カ月累計） 琉球銀行 りゅうぎん りゅうぎん 琉球 OCS リウコム その他

前年同期比 DC 保証 リース ※2

1 15,680 1,814   10,294 456    178    4,042  461    813    △567

2 8,398  △493   7,406  306    173    326    346    110    △271

3 6,782  △84    6,771  24     0 △28   35     0 △19

4 1,495  △50    916    282    173    5      146    - △28

5 120    △358   △281  - - 350    164    110    △223

6 7,107  91      6,477  195    28     213    268    109    △183

7 121    △225   7      69     1      10     32     - 0

8 39     29      38     - - - 0 - -

9 180    0 70     65     4      5      34     - -

10 △94   △256   △98   3      △2    4      △2    - 0

11 △3    0 △3    - - - - - -

12 117    50      109    0 - - 6      - -

13 366    300     366    - - - - - -

14 △3    △38    △89   20     4      7      △10   0 63

15 1,648  △47    1,309  63     148    110    41     1      △25

16 △1    16      △1    - - 0 - - -

17 1,647  △31    1,307  63     148    110    41     1      △25

18 268    △97    118    56     49     30     13     1      0

19 242    108     272    △28   0 △0 △2    0 0

20 510    10      391    27     50     29     10     1      0

21 1,136  △42    916    36     98     81     31     △0 △25

22 1,136  △42    916    36     98     81     31     △0 △25

 　 　グループ総合力の発揮を目的に、連結子会社の貢献度を表すために本表を掲載しております。

 ※1　連結粗利益＝(資金運用収益－資金調達費用）＋(役務取引等収益－役務取引等費用)＋(その他業務収益－その他業務費用)　　　　　　　　　　

 ※2　「その他」には内部消去等の他、りゅうぎんビジネスサービス㈱、㈱りゅうぎん総合研究所が含まれております。

  (参考)

1,290  △585    929     111    145    113    77     1      △88

1,385

※3　連結業務純益 ＝ 連結粗利益 － 経費（除く臨時損益） － 一般貸倒引当金繰入額

連 結 業 務 純 益 ※3

親会社株主に帰属する四半期純利益

連結業務純益(除く一般貸倒引当金繰入額)

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

四 半 期 純 利 益

特 別 損 益

税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

株 式 等 関 係 損 益

そ の 他 の 臨 時 損 益

経 常 利 益

償 却 債 権 取 立 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

偶 発 損 失 引 当 金 繰 入 額

貸 倒 償 却 引 当 費 用

貸 出 金 償 却

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

経 費 ( 除 く 臨 時 損 益 )

経 常 収 益

連 結 粗 利 益 ※ 1

資 金 利 益

連結の経営成績は、株式等関係損益の増加があったものの、資金利益や役務取引等利益が減少したことで、経常利益は
前年同期を47百万円下回る16億48百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期を42百万円下回る11億36百万円
となりました。

銀行単体は、有価証券利息配当金の増加があったものの、外貨調達コスト及び経費の増加により、実質業務純益は前年
同期を７億42百万円下回る９億29百万円となりました。
また経常利益は、株式等損益（３勘定尻）の増加があったものの、実質業務純益が減少したため、前年同期を２億50百

万円下回る13億９百万円となりました。
以上の結果、四半期純利益は前年同期を２億42百万円下回る９億16百万円となりました。

なお、2024年3月期第２四半期累計期間及び通期の連結並びに個別の業績予測については、2023年5月12日に公表した値
からの変更はありません。
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２．損益の概況【単体】
（1）概況

（単位:百万円）
2024年３月期 2023年３月期 2024年３月期
第１四半期 第１四半期 通期予想

(３カ月累計) 前年同期比 (３カ月累計) (12カ月累計)
(A) (A)-(B) (B)

1 10,294        715          9,579         40,300

2 7,406         △633        8,039

3 6,771         △282        7,053

4 916           △53         969

5 △281         △297        16

6 24            △21         45

7 98            14           84

8 74            52           22

9 -             △16         16

10 6,477         110          6,367

11 2,802         103          2,699

12 3,188         190          2,998

13 486           △183        669

※1 14 929           △742        1,671         5,100

※2 15 905           △721        1,626

16 857           △772        1,629

17 -             △160        160

18 929           △582        1,511         5,100

19 379           331          48

20 366           300          66

21 370           287          83

22 -             △17         17

23 4             4            0

24 35            △39         74

25 27            27           -

26 98            98           -

27 △70          △70         -

28 109           54           55

29 1,309         △250        1,559         5,800

30 △1           16           △17

31 1,307         △234        1,541

32 118           △161        279

33 272           169          103

34 391           9            382

35 916           △242        1,158         4,000

36 △102         △281        179

※ 3 37 856           △136        992

※1 「実質業務純益」は、一般貸倒引当金繰入額を除く業務純益。

※2 「コア業務純益」は、一般貸倒引当金繰入額及び国債等債券損益（5勘定尻）を除く業務純益。

※3　「顧客向けサービス利益」＝預貸金収支＋役務利益－経費　
        （預貸金収支は資金スワップ収益を加味した実質ベース、経費のうち人件費は臨時処理分控除前）        （経費のうち人件費は臨時処理分控除前）

ネ ッ ト 与 信 費 用 （ 17 ＋ 24 － 25 － 28 ）

顧 客 向 け サ ー ビ ス 利 益

特 別 損 益

税 引 前 四 半 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益

経 常 利 益

業 務 純 益

臨 時 損 益

う ち 株 式 等 損 益 （ ３ 勘 定 尻 ）

売 却 益

売 却 損

償 却

う ち 不 良 債 権 処 理 額

う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

う ち 一 般 貸 倒 引 当 金

う ち 個 別 貸 倒 引 当 金

う ち 償 却 債 権 取 立 益

物 件 費

税 金

実 質 業 務 純 益

コ ア 業 務 純 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

除 く 投 資 信 託 解 約 損 益

人 件 費

項
番

経 常 収 益

業 務 粗 利 益

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

うち国債等債券損益（５勘定尻）

う　ち　売　　　却　　　益

う　ち　売　　　却　　　損

う　ち　償　　　還　　　損 

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）

※「その他」には内部消去等の他、りゅうぎんビジネスサービス㈱、
㈱りゅうぎん総合研究所が含まれております。

親会社株主に帰属する四半期純利益内訳

916

36
98

81 31 1 25

1,136

銀行
単体

りゅうぎん

DC

りゅうぎん

保証

琉球

リース
OCS その他

連結G

＋２億20百万円

リウコム

（単位：百万円）

8.71% 8.76% 8.88%

9.67% 9.74% 9.87%
1.07倍

1.13倍
1.24倍

0.0倍

0.3倍

0.6倍

0.9倍

1.2倍

7.00%

8.00%

9.00%

10.00%

11.00%

12.00%

2022年3月 2023年3月 2023年6月

単体自己資本比率 連結自己資本比率 連単倍率

自己資本比率及び連単倍率

▲▲0
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（2）実質業務純益

（3）株式等関係損益（３勘定尻）

（4）ネット与信費用※

（5）四半期純利益

【参考】顧客向けサービス利益

以上の結果、経常利益は前年同期を２億50百万円下回る13億９百万円となり、四半期純利益は前年同期を２億
42百万円下回る９億16百万円となりました。

ネット与信費用は、一般貸倒引当金が繰入から戻入に転じたことなどから、前年同期を２億81百万円下回りま
した。

株式等関係損益（３勘定尻）は、ETF等の売却益計上により前年同期を３億円上回りました。

役務取引等利益は、カードビジネス関連手数料及び法人関連手数料収入は増加したものの、外貨保険手数料や
地銀協団信配当の減少等により前年同期を53百万円下回りました。

有価証券利息配当金は、利回り改善のための入替等により外貨債券を中心に平残が増加した結果、前年同期を
１億36百万円上回りました。

1,671

929

+136

+22

▲407

▲297

▲110

▲53

▲33

2023年３月期 第１四半期実質業務純益

2024年３月期 第１四半期実質業務純益

市場関連損益（３勘定尻除く）の減少

経費の増加

役務取引等利益の減少

７億42百万円
減少

その他（預け金利息等）

経費は、ベースアップ等処遇改善による人件費増加に加え、システム投資による減価償却費の増加に伴う物件
費の増加により前年同期を１億10百万円上回りました。

市場関連損益（３勘定尻除く）は、主に米国金利上昇による外国為替売買損（外貨調達コスト）の増加及び国
債等債券損益(５勘定尻）が利回り改善のための入替による売却損の計上により前年同期を２億97百万円下回
りました。

預金利息は、利回り上昇及びボリュームの増加により、前年同期を６百万円上回りました。

実質業務純益は、有価証券利息配当金や貸出金利息収入の増加があったものの、債券貸借取引支払利息の増加
等により前年同期を７億42百万円下回りました。

貸出金利息は、利回りは低下したもののボリュームの増加により、前年同期を22百万円上回りました。

※「ネット与信費用」は、一般貸倒引当金繰入額を含む不良債権処理額から貸倒引当金戻入益および
償却債権取立益を差し引いたもの。

有価証券利息配当金の増加

（単位：百万円）

貸出金利息の増加

顧客向けサービス利益は、役務利益の減少及び経費の増加により、前年同期を１億36百万円下回る８億56百万
円となりました。

債券貸借取引支払利息の増加

債券貸借取引支払利息（外貨調達コスト）は、主に米国金利上昇による増加で前年同期を４億７百万円上回り
ました。
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３．預金・貸出金等の状況

（1）預金（単体・末残および利回り）の推移

（2）預かり資産（単体・末残）の推移

16,855 16,854 16,876 17,110

7,873 7,816 7,973 8,137

2,328 2,237 2,560 2,548

27,057 26,908 27,410 27,796

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2022年６月末 2022年９月末 2023年３月末 2023年６月末

（億円） 個人 法人 地公体等その他（公金・金融）

46 48 47 44

557 557 584 600

1,323 1,329 1,319 1,411

1,927 1,935 1,951 2,057

0

400

800

1,200

1,600

2,000

2,400

2022年６月末 2022年９月末 2023年３月末 2023年６月末

国債 投資信託 一時払い保険

預金（末残）は、個人預金の残高が依然として高いまま推移しており、前年同期末を739億
円、前年度末を386億円上回る２兆7,796億円となりました。

預金利回りは、外貨預金の金利上昇により、2022年度下期より0.001ポイント増加しました。

預かり資産は、一時払い保険の利率が高水準で推移した結果主に円建て保険の新規契約が増加し
たこと並びに投資信託の評価額上昇による残高増加により、前年度末を106億円上回る2,057億円と
なりました。

※譲渡性預金含む。

0.002%
0.003%

0.004%

0.000%

0.010%

0.020%

2022年度上期 2022年度下期 2023年度第１Ｑ

預金残高（末残） 預金利回り

預かり資産残高（末残）
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（3）貸出金（単体・末残および利回り）の推移

（4）時価のある有価証券の評価差額（連結）の推移

9,464 9,464 9,516 9,548

7,217 7,338 7,455 7,353

1,491 1,463 1,498 1,408

18,173 18,266 18,470 18,310

0

5,000

10,000

15,000

20,000

2022年６月末 2022年９月末 2023年３月末 2023年６月末

個人 法人 地公体等その他（地公体・公社）

1.419% 1.421%

1.412%

1.400%

1.450%

1.500%

2022年度上期 2022年度下期 2023年度第１Ｑ

貸出金（末残）は、個人向け貸出が住宅ローンを中心に好調に推移した結果、前年同期末を137億
円上回ったものの、法人向け貸出の残高が減少したことから、前年度末を160億円下回る１兆8,310億
円となりました。

貸出金利回りは、2022年度下期と同水準の1.412％（0.009ポイント低下）となりました。

▲ 5.9 ▲ 5.5
▲ 0.7

5.3 6.2 8.1 

▲ 11.0

▲ 17.9
▲ 22.8

-11.6 

-17.2 
-15.4 

-25.0

-15.0

-5.0

5.0

2022年３月末 2023年３月末 2023年６月末

円貨債券 株式
その他 評価差額合計

（億円）

米国の金利上昇により、その他有価証券（外貨債券や投資信託）の評価損が拡大したものの、
円貨債券の評価損が減少し、国内株式の評価益が拡大した結果、有価証券評価差額全体では前年
度末比約２億円の増加となりました。

なお、保有する円貨債券、外貨債券のデュレーションは４年以内にとどめており、評価損が実
現することによる決算への影響は限定的です。世界的な金利上昇が続くと評価損が拡大する可能
性がありますが、国内外の債券や株式などの保有比率を戦略的に動かしながら、ポートフォリオ
全体の収益性向上を目指します。

貸出金利回り貸出金残高（末残）

時価のある有価証券の評価差額

(億円)

※「その他目的」で時価のある有価証券の評価差額。
満期保有目的債券の含み損益は「数値編」に記載しております。
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（5）-1 金融再生法開示債権（単体）の推移

（5）-2 自己査定の考え方

（6）自己資本比率（連結・単体）の推移

30

186 196 191
189

154
194 204

56

82

75 74

276

423

466 469
1.60%

2.40%
2.51% 2.54%

-2%

-1%

0%

1%

2%

3%

0

100

200

300

400

500

600

2019年３月末 2020年３月末 … 2023年３月末 2023年６月末

（億円） 要管理債権 危険債権 破産更生等債権 開示債権比率

金融再生法開示債権（単体）は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた取引先に対す
る元金返済据え置きなどの支援目的の条件変更等を積極的に実施した結果、2020年３月末より、
主に要管理債権が大幅に増加しました。
要管理債権残高が同水準で推移していることに加えセーフティーネット融資の対象先の事業先

の一部において、業況の悪化が見られることから危険債権も増加傾向にあり開示債権比率は、
2023年３月末比0.03ポイント上昇の2.54％となっております。当行は、事業者の事業継続可能性
を見極めながら今後も地域金融機関に求められる役割をはたすべく、引き続きお客様支援を実施
してまいります。

9.67% 9.74%
9.87%

8.71% 8.76%
8.88%

8.0%

8.5%

9.0%

9.5%

10.0%

10.5%

2022年３月末 2023年３月末 2023年６月末

自己資本比率（連結） 自己資本比率（単体）

リスク・アセットの減少および利益の積み上げ等により、連結自己資本比率は2023年３月末
比0.13ポイント上昇の9.87％となり、単体自己資本比率は2023年３月末比0.12ポイント上昇の
8.88％となりました。

2023年９月末は、連結は9.8％程度、単体は8.8％程度をそれぞれ予想しています。

金融再生法開示債権

自己資本比率

「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」（令和２年４月７日閣議決定）において、上述の
支援目的の条件変更等を実施した顧客については、債務者区分のランクダウンの対象としない
（開示債権としない）特例的な判断も可能とされております。しかしながら、当行においては特
例的な措置は採用せず、従来通り顧客の実態に沿った債務者区分判定を実施した結果、2020年３
月末より要管理債権が大幅に増加しております。

2021年３月末においては一般貸倒引当金の見積り方法を「フォワードルッキングな引当」に変
更し、将来のリスク拡大に耐えうる充分な引当を計上いたしました。当行は、更なる経済環境悪
化等による将来の損失への備えを強化できたと判断しております。

中
略
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（7）カード業務利益（単体）の推移

2023年6月末 2022年6月末

2022年6月末比

カード業務利益 186           21            165

カード業務収益 552           124           428

カード業務費用（△） 386           124           262

※銀行本体で行っているりゅうぎんVisaデビットカード発行業務およびカード加盟店業務における役務利益。

（8）りゅうぎんVisaデビットカード会員数および加盟店契約数の推移

2023年6月末 2022年6月末

2022年6月末比

りゅうぎんVisaデビットカード会員数 179           5             174

決済額（イシュイング） 2,422         302           2,120

加盟店契約数 9,524         398           9,126

決済額（アクワイアリング） 5,339         1,189         4,150

※決済額：1ヵ月間の合計決済額の平均（6月期は4月～6月の3ヵ月平均）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　会員数：千人、契約数：先、決済額：百万円）

（単位：百万円）

66

121
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0

100

200

2020年６月末 2021年６月末 2022年６月末 2023年６月末

（百万円）

カード業務利益

りゅうぎんVisaデビットカード会員数および決済額 カード加盟店契約数および決済額
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（先）

加盟店契約数

決済額（アクワイアリング）（百万円） （百万円）
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（9）コンサルティング業務利益（単体）の推移

2023年6月末 2022年6月末

2022年6月末比

コンサルティング業務利益 117           49            68

法人向けサービス 105           63            42

個人向け資産承継サポート 11            △14          25

（10）リース業務利益（連結）の推移

2023年6月末 2022年6月末

2022年6月末比

リース業務利益 350           25            325

（単位：百万円）

（単位：百万円）

コンサルティング業務利益

リース業務利益（連結）
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＜参考＞

預金・貸出金等の状況【数値編】

（1）預金【単体】　 (単位:億円)

※譲渡性預金含む

（2）預かり資産【単体】 　(単位:億円)

（3）貸出金【単体】 　(単位:億円)

（4）時価のある有価証券の評価差額【連結】 　(単位:億円)

その他有価証券 4,150    △15     3,482    △24     4,027    △17

株式 16       8        17       5        14       6

債券 3,025    △0      2,489    △6      2,917    △5

その他 1,107    △22     975      △23     1,095    △17

(注)１．｢評価差額｣及び｢含み損益｣は、基準日時点の帳簿価額(償却原価法適用後、減損処理後)と時価との差額を計上しております。

　　２．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。なお、時価のある子会社、関連会社株式は該当ありません。

　(単位:億円)

707      2        110      1        707      1

5,535

18,195

2023年6月末

18,310

5,577

18,320

2022年6月末

18,173

5,471

18,083貸 出 金(平 残)

うち住宅ローン

預　金(末 残)

預　金(平 残)

国　　　  　債

投  資  信  託

1,319

1,951

貸 出 金(末 残)

2023年３月末

18,470

2,057合　　　計 1,927

一 時 払い 保 険 1,411

557

1,323

27,765

2023年6月末

44

600

16,855

26,652               26,886

2022年6月末

46

うち個人預金

2023年6月末

27,796

17,110

2023年３月末

27,410

16,876

2022年6月末

2022年6月末

2023年３月末2023年6月末

2023年３月末

47

584

27,057

時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額

満期保有目的の債券

2023年３月末

帳簿価額 含み損益

2023年6月末 2022年6月末

帳簿価額 含み損益 含み損益帳簿価額
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（5）｢金融再生法ベースのカテゴリーによる開示｣【単体・連結】　(単位:億円)
【単体】

2023年6月末 2022年6月末 2023年3月末

破産更生債権及びこ
れらに準ずる債権

74             80             75

危 険 債 権 204            177            194

要 管 理 債 権 191            189            196

合 計 469            447            466

開 示 債 権 比 率 2.54% 2.44% 2.51%

【連結】　

2023年6月末 2022年6月末 2023年3月末

破産更生債権及びこ
れらに準ずる債権

96             102            97

危 険 債 権 204            177            194

要 管 理 債 権 195            192            200

合 計 496            473            492

開 示 債 権 比 率 2.69% 2.58% 2.65%

（6）自己資本比率(国内基準)【単体・連結】
2023年6月末 2023年9月末 2023年3月末

実績 予想値 実績

 単体自己資本比率 8.88% 8.8%程度 8.76%

 連結自己資本比率 9.87% 9.8%程度 9.74%

（注）上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。
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